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研究主題 変動す る国際社会を理解 させ,主 体的 に生きる力を育てる授業展開の工夫

主題設定の理由と研究の経過

今 日,各 国の政治 ・経済 ・文化 などの活動が国境を越えて展開 され,国 際社会における相互

依存が急速に深まっている。そのような国際情勢の中で,平 和 で豊か な社会を実現す るために

は,国 際協力関係を一層緊密化す ることや,多 様 な価値観の理解などを通 して他民族 との共存

を図ることが必要であると考え られる。 このことを踏まえ,本 部会では環境 ・民族 ・経済 など

に視点を当てf三 つのグループに分かれ研究主題にせまることにした。

1環 境の変容 と私たちの生活の課題

今 日,私 たちが直面 している地球規模での環境問題や,国 際化 ・情報化 ・高齢化に伴 う様 々

な課題は,国 際社会が相互依存関係を深めている状況の中で,世 界的視野に立 ってその対応を

考察す ることがますます必要になっている。 このことを踏まえ,こ のクループでは 「地球環境

保全の取 り組み 」,「 熱帯林 の減少と環境問題 」,「 情報化 ・国際化に伴 う地域社会の変容」,

「高齢化社会 とボランティア活動 」の四つの課題を通 して,国 際社会の変化に対する認識を深

めさせ,主 体的に生きる力を育てる授業展開の工夫を試みた。

皿 歴史の中にみ る他 民族 との接触

今 日,歴 史 の学習を進 め る上で,歴 史 の中にみ る民族相互 の接触 や交流を広い視野 か ら理解

す ることが,生 徒の国際 理解を深 め るために重要 で あ る。 そ こで この グル ープで は,「 近世以

降 の 日本 の対外関係 」,「 アンネの 日記 」,「 スペイ ンとカタル ーニヤ 」などの授業 を通 して

多様 な価値観 の存在 を認識 させ るとともに,伝 統 ・宗教 ・生活様式 などの民族 固有の文化 を理

解 させ,国 際社会 の一 員 と して主体的 に生 きる力を育て る授業 展開 の工夫 を試みた。

1変 動す る世界におけ る共存 ・協調 の在 リ方

今 日,世 界 の経済 的 ・人的交流 な どは ます ます緊密化す ると同時 に,経 済摩 擦 ・民族紛争 ・

外国 人受 入れ問題 な どが生 じてい る。 そ こで,こ の グル ープでは,こ れ らの課 題 に着 目 し,国

際的 な相互 依存関係 の深 ま りや,他 民族 の歴史や文化 な どを理解 させるとともに,変 動 す る世界

におけ る共存 ・協調 の在 り方 について考察を深め させ,主 体的 に生 きる力を 育て る授業展 開の

工 夫を試み た。
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1環 境の変容 と私た ちの生活の課題

1.地 球環境保全の取 リ組み

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 東 西 冷 戦 が 終 結 した といわれ る今 日,人 類 が解決 すべ

き最大 の課題 の一 つ は地球環境問題 であ る。 国際 社会 におけ る相互 依存が深 ま ってい る状況 の

中で,地 球 環境 を保 全す るためには世界 各国の協力が必要 であ る。 また,個 人 の生 活におい て

も,先 進国 の大量消 費型 の ライ フスタイル(生 活様式)を 再検 討す るなどの英知 と努力が求め

られ てい る。 こ うした全 人類的 な課題 であ る地球 的規模 の環境問題 に対す る理解 を深 め させ る

とともに,社 会 の変化 に対応 した主体的 な生 き方を育 て ることをね らいと して,こ の教材 を取

り上げ た。

② 本 時のね らい 「地球 サ ミツ ト」の成果 と課題 を踏 まえ,国 際的 な取 り組 み と問 題点

を理解 させ る。 また 「環境 と開発 に関す る リオ宣言 」に述 べ られ てい るよ うに 「環境 問題 は,

あ らゆる関係者 が,そ れぞれの レベルで参加 す ることによ って,最 適 な対処 がで きる 」のであ

り,私 たちの ライフスタイル も 「地球にや さしい 」内容 に転換 していか なければ な らない こと

を考 え させ る。前時 は 「様 々 な地 球 環 境 問 題 」で あ る 。新学 習指導 要領 で は 「現代社会 」

の 「(2)環 境 と人間生活 」の 「ア 環境 と生活 」で扱 う。 あ るいは,「 政 治 ・経済 」の 「(1)

現代 の世界 と 日本 」の 「イ 国際社会 の動向 と日本 」で扱 う。

(3)展 開例

導

入

学習項 目

・地球環境問

題の国際化

・地球環境保

全の国際的取

り組みと課題

学 習 活 動

。VTRを 見て,地 球 環境保 全 のために グ ローバルパ

ー トナーシ ップの確立 が必要 な ことを再確 認す る。

(1)年表 で国 際的 な取 り組み の歩 みを確認 す る。

備 考

oVTR「 救

え,か けがえ

の ない地球 」

。資料「年表」

(2馳 球 サ ミッ トに おける国際的合意 の内容を把握す る。1。 資科 「 リオ

1
① 「騒 と開発に関す るリオ宣言 」 障 言 」
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② 「気候変動枠組み条約 」など

(3)「温室効果 ガス抑制問題 」に対する先進国間の対応 。資料

展 策の相違を表で知 り,各 国の対応策 と政治的 ・経済的 「対応策 一覧 」

背景 との関係を考え る。

(4)「南北 」の経済格差 や 「南 」の諸国 の交 易条 件,累 。資科 「途上

積債務,資 金逆流の実態を表か ら読み取 る。 国への債務純

①環境問題における「南北 」の主張の相違点を把握 資金移転の推

す る。 移 」な ど

②環境保全について 「南 」の諸国が 「北 」の諸国に

期待す ることは何かを考え発表する。

・我 が国の取 ⑤地球環境保全に向けての,我 が国の取 り組みと国際 。資料 「外務

り組みと課題 協力(技 術,資 金など)の 実態を把握する。 省資料 」など

開 (6俄 が国 のh`GOの 活動 と,諸 外国 のそれ との比 較を 。資料(NG

通 して問題点を把握する。 0の 比較)

・消費者 の取 (7)環境家計簿 を作成 し,自 分 た ちの生活 を点検 す る。 。環境家計簿

り組みと課題 ① ゴミ ②買物 ③外食 ④缶飲料 ⑤ 自家用車 配付,記 入

(8)グ リー ン コン シ ュ ー マ ー運 動 や リサ イ クル運 動 など

の環境保全活動の実態を理解 し,そ の役割を考え る。

ま ・暮 らしの な 。環境に役立 つ暮 らしの知恵を提案する。

と かでの工夫

め
1

(4)評 価の観点 ①地球環境保全における各国の協力の必要性と問題点を理解できたか。

②地球環境保全のためには自分たちの生活を見直す必要があることを理解できたか。③環境保

全に役立つ暮 らし方を常に考える姿勢ができたか。

(5)指 導上の留意点VTRや 作業プ リン トを用いて生徒の関心を高あるよう工夫する。

2.熱 帯林の減少と環境問題 一アマゾン川流域 の開発を例 として一

(1)教 材 として取 り上げた理由 環境問題が叫 ばれ るようになってから久 しいが,当 初,
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その環境問題の多 くは先進工業 国の経済発展 と共 に増大 してい った。森林資源においても,先

進工業国の資源確保 のための無秩序な開発が問題 とされてきた。特に,東 南アジアの熱帯林開

発については,日 本 とのかかわりの大 きいことが指摘されて きた。 しか し,近 年になつて,先

進工業国だけではなく,開 発途上国が 自国の開発のために,森 林資源の開発を行 うようになっ

てきた。 そこで,本 時では南アメリカのセルバ(ア マゾン川流域)の 森林資源(熱 帯林)を 事

例 として,森 林資源の開発の変化と現状を理解 させ,将 来の課題 を国際的視点か ら考察 させ,

主体的に考える力を育てることをね らいとして,本 教材を取 り上げた。

(2)本 時のね らい 今 日の熱帯林の減少が,先 進工業国の資源としての森林伐採だけでな

く,ブ ラジル政府の国策 としてのアマゾン川流域開発や,失 業者 の増大に対す る救済策 と し

て行われている失業者の森林地帯への入植による急速 な森林焼失 などによって,起 こされてい

る実態を把握 させる。 さらに,森 林資源の減少が,私 たちの生活にどのような影響を及ぼすか

を考えさせる。なお,本 時は「地理 」の主題学習 「環境問題 としての熱帯林の減少 」(4時 間

構成)の 第3時 限として取 り扱 う。第1時 限で 「世界の森林資源 」,第2時 限で 「熱帯林の開

発 」を,ま た,第4時 限 で「熱帯林の減少に伴 う問題 と今後の課題 」を扱う。また,新 学習指導

要領では,「 地理B」 の「(21人 間と環境 」の「オ 世界の環境問題 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・熱帯林の現 。VTRを 見てアマゾン川流域の熱帯林の現状を確認 oVTR「 ア

入 状 す る。 マゾ ン紀行 」

・先進工業国 (1}VTRに よ り,先 進工業 国の資源 と しての熱帯林 伐 oVTR「 残

による開発 採の現状を知 る。 酷 な森 」

・純林の伐採方法との違いを理解す る。 (マ レーシア)

展 ・開発途上国 ②熱帯林を有する開発途上国において,自 国開発のた 。南米の地図

による開発 めに森林開発を積極的に行 っていることを理解する。 oVTR「 ア

・ア マ ゾ ン川 (3)道路 建設,鉱 産資源 の開 発,農 地の拡大,失 業者 入 マゾ ン紀行 」

流域の開発 植 などによる森林開発の具体例を理解する。

(4}無秩序 な開発が,地 球規模での環境問題 に発展する

開 背景を考える。
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・日本 の役割 {5}地球規模 の環境問題 で,現 在 日本 に求め られてい る 。VTR資 料

ことや,こ の問題の解決に向けての国際的 な協力の在

り方を考 え る。

ま

と

・私たちの生

活と森林資源

。私 たちの 生活 の中で,森 林資源 の有効的 な利用 の方

法 について考 え る。

・古紙回収(再 生紙)・ 竹割箸 な ど

。プ リン ト配

付

め
上記 の内容 について,プ リン トにまとめ る。

紛 評価の観点 ①熱帯林の現状を理解できたか。②開発途上国 自身による熱帯林の開発

の現状を理解で きたか。③無秩序 な開発が大きな環境問題に発展することが理解で きたか。④

森林資源の破壊防止のための日本の役割や私たちの生活の在 り方について考えることができた

か。

(5)指 導上の留意点 ①VTR教 材を視聴す る前にあらか じめ視聴の視点を指摘する。②

森林資源の有効利用を,身 近 な製品を通 して考えさせ る。

&情 報化 ・国際化に伴 う地域社会の変容 一港区を例として一

(D教 材として取 り上げた理由 近年 の国際社会は既存の枠組 みや国境を越えた活動が活

発化 し,そ れによって私 たちの生活環境 も大 きく変わろうとしてい る。都市の変容 もその一つ

のあらわれといえる。東京は,日 本の首都としての機能 だけでなく,世 界の産業 ・情報活動 な

どの中心地の一つとしての機能が加わ り,国 際都市として発展 してい る。 また,そ の一方で人

口集中や都市公害,地 価の高騰 など,新 たな課題を有するよ うになった。そこで,昭 和50年

代後半以降,都 心3区 の中でも事務所 ・店舗等が急激に増加 した港区を例として,情 報化 ・国

際化に伴い身近な地域が どのように変容 したかを考察し,そ れを通 して社会の変化に対応 した

主体的 な生き方を育てることをね らいとして,本 教材を取 り上げた。

(21本 時のね らい 本時までに開発途上国 ・先進資本主義国の都市問題を それぞれ学習 し,

過度の人口や諸機能の集中が生活環境の悪化と深いかかわりがあること,市 街地の内部では建

造物の老朽化などのため再開発が進められていることなどをとらえ させてお く。本時は都市問

題の第3時 限として行 うが,情 報化 ・国際化に伴 う港区の土地利用の変化が生活環境にどのよ

うな影響 を与えているかを理解 させ,今 後 どのような方向に変化 しようとしているかを考察さ
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せ る。新学習指導要領では 「地理A」 の 「(3)現 代世界の課題 と国際協力 」の 「ア 地球的課

題 の出現 とその要因 」,「 地理B」 の 「(3)

市問題 」で扱 う。

(3)展 開例

生活と産業 」の「エ 産業,人 口の都市集中と都

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

・港区の現状 。VTRを 見 て ここ数年 で人hの 生活や町 の様子が大

き く変わ ったことを知 る。 また地価 が異 常 に高騰 した

様 子を理解 す る。

。編 集VTR

(NHKrニ

ユ ー ス21」)

展

開

・人 口動 態 の

変 化

・土 地,建 物

利 用,地 価 の

変化

・産業構造 の

変化

(1}配付資料をグラフ化 し,次 のことを読み取 る。

① 人口減少が顕著になった時期

② 人口の社会的増減と人口減少 との関連

③ 高齢化の進行

④夜間人口の減少と昼間人口の増加

⑤外国人登録者が急増 した時期

(21配付資料を着色 し,人 口減少の地域的特色を読み取

る。

(3)配付資料から,次 のことを読み取 る。

① 事務所店舗等床面積が増加 した時期

②外国企業の進出が顕著になった時期

③外国企業分布の地域的特色

④ 人口減少地域 と外国企業分布 との関連

⑤地価 ・賃貸価格が高騰 しはじめた時期

(41配付資料か ら,次 のことを読み取 る。

① 全産業の うち卸 ・小売業とサー ビス業の占める割

合

②製造業の うち出版 ・印刷業の占め る割合

。資料 と作業

プ リント配付

「人口統計 」

などの資料

・資料配付

「白地図 」

。資料配付

「事務所店舗

等床面積の

変化 」など

の統計表

。資料配付

「産業構造に

関する統計」

ま

と
め

・地域社会の

変化

o情 報化 ・国際化に伴 う土地利用の変化が生活環境に

影響を与えてい ることを知る。

oス ラ イ ド,

資 料 配 付
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Oス ライ ドや資料により東京湾岸の再開発の計画を理

解 し,国 際都市東京の将来像を考察する。

「 ウ ォ ー タ ー

1フ ロ ン ト 」

(4}評 価 の観 点 情報化 ・国際化 とい う大 きな変動 が地 域社 会や 日常生活に与 えてい る影

響を理解 で きたか。

{5)指 導上 の留意点VTRや 各種統 計資料 ・ス ライ ドを利 用す ることによ り,指 導内容

を具体的 に取 り扱 うよ うにす る。

4.高 齢化社会 とボラ ンテ ィア活 動

U)教 材 と して取 り上 げた理由 わが国 の人口に 占め る老年人 口の割合 が急 速に増 加 し,

高齢 化社会 とな り,そ の対応 が急務 とな って きてい る。 これ まで,高 齢化 対策 は ス ウェーデ ン,

イギ リスなどが模範 とされて きたが,こ れ らの国 において も現在多 くの課題を 抱え るよ うに な

って きて お り,そ の改善 が迫 られてい る。 こうした中で,わ が国 の高齢化社会 への対応 が欧米

先進 諸国や ア ジア諸国 か らも注 目され始めて い る。 そこで生徒 に,高 齢化社会 の特 色を理解 さ

せ,そ れを通 し,人 間と しての在 り方生 き方 を考 え させ ることが重要 であ ると考え,こ の教材

を設定 した。

② 本時 のね らい 特 に都市におい てはs核 家 族化 が進行す るとともに,生 徒 が高齢者 に

接す る機会 は少 な くな って きてい る。 そのことと もかかわ って,高 齢者 に対 す る 「無理解 」

「無関心 」な どの問題 が生 じて きてい る ことが指摘 され てい る。 そ こで本時 では,諸 外国の高

齢 化 の現状 に も触れ なが ら,高 齢 化社 会の中で高校 生 と して今,「 何 がで きるのか 」「何を し

たら良い のか 」を考 え させ る。 なお,本 時は4時 間構成 の第1時 限 に当 た り,第2時 限 以降 は

「世 界 の国 々の高齢化対 策」,「 日本の高齢化対策」,「 高齢化社会での在り方 生 き方 」を取 り上

げ る。 新学 習指導要領 では,「 現代社会 」の 「(1)現 代社会 に おけ る人間と文 化 」の 「ウ 現

代社 会の特 質 と青年期 の課題 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導

入

・高齢者 へ の

対応

。高齢者 に対す るこれ まで の対応 について,資 料 を参

考 に しなが ら発表 す る。

o資 料「新聞」
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・世界 の国 々 (1)地域別,国 別 の老年 人 口の推移を読み取 る。 。資料 「世 界

と日本の高齢 ①世界の国 々の高齢化の実態 の老年人口の

化の実態 ② 日本の高齢化の実態 割合 」

展 ③ 日本 と諸外国の高齢化の比較

・高齢化社会 (21n齢 化社会の抱える課題を理解する。 。資料 「老 人

の抱え る課題 ①高齢者 自身の課題 ホ ームの実態」

②高齢者 とその家族の課題 VTR「 二 人

③制度上の課題(社 会保障 ・社会福祉 など) で生 きたか っ

開 た 」な ど

・高校 生 と高 (3)本校 の 「ボ ランテ ィア活動 」について知 る。 VTR

齢者 ①rVTR」(本 校 の ボ ランテ ィア活動) 資料「感想文」

② 「生徒 の感想文 」「実 施後 のア ンケ ー ト」 「ア ンケー ト」

ま ・高校生 の在 。高齢 化社会 における私 たちの役割を考 え,発 表 す る。 o用 紙配付

と り方生 き方 ・今
,何 が で き るの か。

め ・高齢者 に どの よ うに接 してい くのか
。

凶 評価 の観 点 ①世界 と日本 の高齢化 の実 態 について理解 で きたか。② 人口の高齢 化に

よ って生 じる問題点 を理解 で きたか。③ 高齢化社会 の中で,高 校生 と して 「何 がで きるのか 」

とい った ことに ついて,主 体的 な考えを持つ ことが で きたか。

(5)指 導 上の留意点 ① 資料 を基 に,生 徒 が主体的 に考 え られ るよ う配慮 す る。②生 徒が

自ら考 えた ことを実行 で きるよ うに指導す る。
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皿 歴史の中にみ る他民族 との接触

1.江 戸幕藩体制 におけ る蝦夷地 との交流

一北海道への修学旅行 を通 して学 ぶア イヌの人 々の生活 と文化 一

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 最近,飛 行機利用 によ る北海道 への修学 旅行 が増 加 して

い るが・ この地域 に関す る本校 生 徒 の 認 識 は必ず しも十 分 ではない。本校 の 「歴史 の学 習に

関す る調査 」で は,例 えば,江 戸幕府の鎖国下 の外交 をとってみても,対 馬 ・松前 ・薩摩藩 を窓

口とした朝鮮 ・蝦 夷地 ・琉球 との交流 に対す る生徒 の認識 は十分 で なか った。 そ こで本研究 で'

は,本 校 における北海道 への修学旅 行の学習効果を一層高 め るため,「 幕藩体制下 の蝦夷地 に

お けるアイヌの人 々との交流 」の指導 計画の作成 を試 み た。 また,こ の学習を通 して ヨーロッ

パ中心 の外交 だけでな く,東 ア ジアに視 点 を 置 き,幕 藩体制 下の外 交を把握 し,我 々の 身近

に存在 す る民族の歴 史を理解 させ る ことをね らい と して,本 教材 を取 り上げ た。

(2)本 時 のね らい ① 和人 の側か ら見て描 いた 「蝦夷国風図絵 」などに よつて ,松 前藩 と

蝦夷地 の交流 の実態 を理解 させ る。 そ して修学旅行 を通 して アイヌ文 化の特 色や価 値を体験的

に学習 す ると ともに,近 隣 に生活す る民族を理解 し,尊 重す る態度 を養 うことによ って,東 ア

ジアか らみ た幕藩体制 の外交 とい う新 たな視点に気付 かせ る。② 本時 は,「 鎖国以後 の外 交 と

貿易 」の中 で扱 うものと し,「 長崎貿 易 」,「 朝鮮通 信使 」、「蝦夷 地 との交流」,「 琉球 との

外交 」の4時 間構成の第3時 限 に当た る。新学 習指導要領 ではs「 日本史B」 の 「(4)幕 藩体

制の推移 と文化の動 向 」の 「イ 幕藩 体制の形成 と鎖国 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・北海道へ の 。修学旅行の見学地やアイヌの人kの 生活や文化に関 Oプ リ ン ト配

修学旅行とそ す る予備調査 の結果 を まとめ たプ リン トを見 る。 付

入 の訪問地 。修 学旅行 の コースや見学 地 地名 などを把握 す る。 o地 図参照

・ア イ ヌの 人 (1)アイヌ文化 の特色 を理解 す る。
々の生活と文

化 ①言語 ② 口訥伝承 ③文化の起源 o「 ユ ー カ ラ 」
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④社会生活 ⑤衣食住 ⑥信仰 ⑦家族構成など

。松前藩成立 (21和人の進 出の状況 を把握 す る。 。年表の作業

展 以前の蝦夷地 ① 安東氏 の進 出と コシ ャマイ ンの反 乱 プ リン ト配付

②蠣崎 ・松前氏による交易独占と秀吉 ・家康の認可

・松前藩成立 (3舩 前藩 との交易の形態を理解す る。 。 「松 前江 差

とアイ ヌの人 (4)商人の流入に よ る交易 の形態 の変化を まとめ る。 屏風 」

々との交易 ① 狩猟 ・漁場 の破壊 とシ ャ クシャイ ンの反 乱 。「近世蝦夷

開 ②場所請負制の成立による労働の実態 人物誌 」

・蝦夷地内国 (5)「蝦夷国風図絵 」な どか ら和 人 のアイ ヌの人hの 見 。 「蝦夷国風

観 の形成 方を考 察す る。 図絵 」など

・幕府 によ る (6)ロ シアの南下 によ る幕 府の蝦夷地直轄の背景 を理解 。八王子千人

直轄 す る。 同心の入植

ま ・修学旅行訪 o「 蝦夷の風俗画展 」見学 の視点 を考え る。 ・修学旅行用

と 問地での見学 ・ 「民族博物館 」な どで,「 アイ ヌの人 々の生 活や文 ワ ー ク シ ー ト

め などの視点 化 」を見学 す る際 の視点 を まとめ る。

(4)評 価 の観点 ① 北海道 への修学旅行 を実 施 するに当たり,正 しいアイヌの人々の歴史 と文

化を認識 す ることがで きたか。② また 「蝦夷国風 図絵 」な どを通 して江戸時代 におけ る和 人の

アイ ヌ観 を把握 し,ア イ ヌの人 々の立場か ら蝦夷地を み ることがで きたか。

㈲ 指導上 の留意点 ① 写 真 ・プ リン ト・図版 ・地図 ・資料を効果的 に利用 し,様 々な視

点 か ら考 察で きるよ うにす る。② アイヌの人 々の生活 や文化を認識 し,そ れ らを尊 重す る態度

を養 う。

2.欧 米諸 国の 日本へ の接 近 一フ ェー トン号 事件 一

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由18世 紀後半 か ら19世 紀前半,欧 米 諸国 は産業革 命や

市民革 命 などを通 して,近 代 化を進め るとと もに アジア各地 に進 出す るよ うに な った。 従 来,

欧米 諸国の 日本へ の接近 の学 習に つい ては年代順 に扱 うことが多か ったが,本 研究 で は1808

(文 化5)年 の フ ェー トン号事 件 を通 して,日 本 を取 り巻 く国際環境 の動向 に触 れ,欧 米 の変

動 す る国際関係が 日本 に及ぼ した影響や江戸幕府 の対応に つい て考察 させ ることを試み た。
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(21本 時 のね らい ① 「フ ェー トン号事 件 」の学習を通 して,世 界が急速 に変化 し,緊 密

に結 び付 こうと してい る当時の国際情勢 を と らえ,日 本 が置 かれ ていた立場 を理解 させ る。②

本 時 は 「日本史 」の授業 で 「田沼の政治 」,「 寛政 の改革 」に引 き続 く2時 間構成 の第1時 限 で

扱 う。 前時 までに幕府 の各政権担当者 の対外政 策 に触れ てお く。 次時 に,そ の他 の国 々の 日本

へ の接近,異 国船打 払令,蛮 社 の獄 な どを扱 う。 新学 習指導要領 で は 「日本史A」 の 「(3)日

本 の近代化 への道 と19世 紀 の世界 」の 「ア 国際環境 の変化 と幕藩体 制の動 揺 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

・海外情報と

幕府

・事件の概要

・鎖国 下に おけ る海外情報収集 の方法 を確認す る
。

。オ ランダ風説書で フランス革命 の内容 を知 る。

・フェー トン号 の絵 画を見て ,事 件の概 要を把握す る。

。資料配付

。「寛政六年

風説書 」

展

開

・事件の原因

・長崎におけ

る貿易の動向

・事件の対応

・長崎出島接

収計画

(Dな ぜイギ リス船 が長崎 に来航 したのかを考 え る。

(2)18世 紀後半 か ら19世 紀前半 の ヨーロ ッパの変動

を復 習 す る。

① イギ リスの産業革命 に よる海外市場 の拡 大

② フ ランス革命後 の フ ランスの オ ランダ占領

③ イギ リスと フ ランス ・オ ランダの対立

(3)ヨーロッパの変動が,長 崎 に おける貿易 に与 えた影響

を理解 す る。

(4)この事 件 に対す る幕府 の対応 を把握 す る。

(5)幕藩体制 の動揺 とその背景を 理解 す る。

(6)幕府 の対応 について,意 見や 感想 を出 し合 う。

(7)イギ リス人 ラッフル ズが長崎 出島を接収 す る計 画を

持 っていた ことの背景 などを考え る。

(g}長崎 出島接収計画 につい て,意 見 や感想 を出 し合 う。

・年表,地 図

などの活用

o「 ヅーフ日

本 回想録 」

o「 長 崎奉行

の謝罪 書 」

O深 入 りを し

ない。

ま

と

め

・変動する国

際社会

。その他 の国 々の 日本 への接近 の様子を まとめ る。

。変動 す る国際 関係 が 日本 に及 ぼ した影響を再確認 す

る。

。次時 につ な

げ る。
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(4)評 価 の観 点 ① フェー トン号 事 件の原..と 当時の変動 す る国際社会 との関係が理解 でき

たか。②幕 府 の事件 への対応 に ついて,資 料 な どを もとに主体 的に考 え ることがで きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①年表 や地図を活用 して,欧 米 諸国の変動 や ア ジアの様 子を理解 さ

せ る。② 鎖 国下におい ても,い ろい ろな形 で海外 の情報 が入 って きたことを理解 させ る。

(6)参 考文献 斎藤阿具訳 『ヅー フ日本 回想 録 ・フィツセル参 府紀 行 』雄松堂1966

(昭 和41)年 復 刻 田保橋潔 『増訂 近代 日本 外国 関係史 』刀江書院1943(昭 和18)年

3.太 平洋戦争期の東南アジアと日本

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 国際 化 の進展 の中で,東 南 ア ジア地域 と日本 との交流 が

一層 緊密 化す るとと もに
,過 去 の歴史を踏 まえ た国際協調 の在 り方が問 われ てい る。 そこで,

「太平洋戦争期 の東南 ア ジアと 日本 」を学 ぶ ことを通 して,近 隣諸 国に対す る理解 を深め ると

と もに,今 後 の国際協調 の在 り方 について主 体的 に考 え る力を育て るため に本教材 を取 り上 げ

た。

(2)本 時 のね らい 太平 洋戦争 の大 きな戦場 の一 つが東南 アジア地 域であ つた ことを確認

させ,日 本 の占領統 治の実 態や各国 の独立運動 に つい て理解 させ ると ともに,東 南 ア ジア諸国

民か ら見 た現代 の 日本 について考え させ る。 なお,本 時 は2時 間構成 と し,新 学 習指導要領

「日本 史B」 の 「(6)両 世 界大戦 と 日本 」の 「ウ 第二次世界 大戦 と日本 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導 ・アジアの教 。シ ンガ ポールや イ ン ドネシアの教科 書で は 日本 の占 o東 南 ア ジア

科書にみる太 領が どのように書かれてい るのかを発表 し,感 想を述 の教科書の抜

入 平洋戦争 べ る 。 枠(配 付済)

・開戦 と東 南 (1旧 本 の東南 アジアへの進 出状況 を知 る。 oVTR「 太

ア ジアの 占領 ・どこの国 の軍隊 と戦 って いたのかを確 認す る。 平洋戦争 」

・「大 東亜共 ② 「大東亜共栄圏 」構想が 日独伊三国同盟締結の直前 o「 大 東亜共

展 栄圏 」構想 に出 され た ことに気付 き,国 民の 間に 日本 を盟主 と し 栄 圏 」 ・詩 ・

た アジアの建設 とい うイメージが広が った ことを理解 短歌 などの資

す る。 料
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・東南 ア ジ ア (3凍南アジアの占領地統治方針 とそれが出された時期 o「 南方 占領

に対する統治 や経緯を把握 し,軍 政との関係を理解する。 地行政実施要

方針 と軍政の 領 」など

実態 (4凍 南 アジア諸国に対す る様hな 占領統治 の タイプを 。占領 に関す

把握 す る。 る資料

① 日本の軍政が敷かれた国h

② フ ランスとの共 同統 治が行 われ た仏領 イ ン ドシナ

開 ③独立国 タイと 日本

X51日本 の軍政 が現地 の人 々の生活 に どのよ うな影響を ・日本語教科

与 えたのかを理解 す る。 書など

・東南 アジア
㈲ 「大東亜会講 」に参加 した各国の指導者に民族独立 。VTR「 遺

各国の民族独 への期待 があ った ことを知 る。 された声 」

立運動 (7洛 国での抵抗組織の成立 と戦後の独立運動 との関係 。民族運動に

を理解 し,意 見を出 し合 う。 関す る資料

ま ・今後 の国際 o太 平洋戦争期の 日本の東南アジア支配について感想 ・原稿用紙配

と 協調の在 り方 を書 き,今 後,東 南 アジアの諸国民 とどのよ うに して 付

め 相 互理解を深め てい くかを考 え る。

(4)評 価 の観 点 ① 太平洋戦争期 の 日本の東南 ア ジア支配 や東南 ア ジア諸国 の独立運動 に

ついて,理 解 を深め るこ とがで きたか。② 当時の 日本 の占領政策 が現代 において も,各 国 国民

の 日本観 に大 きな影響を与 えてい ることが理解 で きたか。③ 今後 の東南 ア ジア各国 との国際協

調 や,交 流の在 り方 について,主 体的 な考 えを もつ ことがで きたか。

(5}指 導上 の留意点 ①VTRを 視聴 す る前 に注意点を 指摘 す る。② 年表 ・地 図・資料 など

を効果的 に活用 し,具 体的 なイ メー ジを持 たせ る。

4.「 アンネの 日記 」にみるユダヤ人への迫害 一学校行事と関係づけた授業の試み一

(1)教 材 と して取 り上げ た理由 国際化 の進展 に ともな って民族問題 が大 きな課題 にな っ

てい るが,我 々日本 人 もこの問題 を考え てい くことは重要 なことであ る。 そこで本 校の学校行

事 である芸術鑑賞教室 での 「ア ンネの 日記 」の鑑賞 を授 業に取 り入 れ,ユ ダヤ人に関す る問題
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を教材 と して取 り上 げた。 「ア ンネの 日記 」を通 して,ユ ダヤ人が迫害 を受 け た理 由や ,そ の

後 ユ ダヤ人がパ レスチナに入植 す ることに よ り生 じた民族 問題 を歴史的 に理解 させ る。 さ らに,

その解 決の道を探 ることによ り,変 動 す る国際社会 の中で,今 後,他 の民族 との接触 や交流の

在 り方を主体的 に考 え る力を育て ることを 目的 と し,本 教材 を取 り上 げた。

(21本 時 のね らい 「アンネの 日記 」の 感想 文を導入 として ユ ダヤ人迫害 の実態 を考察 させ,

さらに,ア ンネの年譜 と歴史年表 か らな る対 比年 表 な どの資料 を もとに グルー プごとに討論 さ

せ,ユ ダヤ人迫害の背景 の考 察を深め させ る。 なお本教材 は,従 来世 界史 の各時代 で取 り上げ

て扱 うことの多か つたユ ダヤ人に関す る問題 を ま とめて重点的 に指導 する。本 時 は,「 古代 ユ

ダヤ教 の成立 と離散 」,「 中世 ヨー ロッパの ユ ダヤ人 とキ リス ト教徒 」,「 ポ グロム,シ ォニ

ズムか ら第一 次世界大戦中 の民 族運動 」,「 ナチ スとユ ダヤ人迫害 」,「 パ レスチナ問題 」の

5時 間構成 の第4時 限 に当 た り,新 学習 指導 要領の 「世界史B」 の 「主題 学習 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・ナ チ ス ドイ o強 制収 容所 におけ るユ ダヤ人迫害の実態 を知 る。 。VTR「 夜

ツによ るユ ダ ・芸術鑑賞教室 「アンネの 日記 」の感想文 を読 み,そ と霧 」

入 ヤ人迫害 れを もとに迫害を受けた理由を考え る。 ・資料配付

・迫害 の歴 史 (1)4グ ループに分 け,次 の点に ついて討論 す る。 。対比年表 な

的経緯 とその ①世界恐慌とナチスの台頭 どの資料配付

理由,新 たな ア ンネ誕生 の 頃の ドイ ツ経済 を理解 す る。

展 民族問題 ② ドイツに おけるユ ダヤ人排 斥の背景

ア ンネの移住,隠 れ家 での生活 と,そ の頃の ヒ トラ

一の政 策の実態を理解 す る
。

③ ユダヤ人の生活

ア ンネの移住,隠 れ家 での生活 と,そ の頃 の ユダヤ

1 人の経済活動の実態と宗教の特色を理解 する。

開 ④パレスチナ問題の発生

「日記 」にみ るユ ダヤ人 の将 来の腱 と・ パ レスチ1

ナにおけ るイス ラエル建国 の実 態を理解 す る。
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(2洛 グループの代表者が討論 の要点 を発表 す る。

ま ・民 族問題 の O民 族問題の複雑な背景を理解 し,真 の国際理解とは 。資料配付

と 解決の道 何か を考 え る。 「世界の民族

め ・ レ ポ ー トの 。世界 と 日本 とのかかわ りに関心 を もち,国 際社会 の 問題 プ リン ト」

作成 中で主体的に生 きることの大切さを理解する。

(4)評 価の観点 ① ユダヤ人迫害の実態やその背景を歴史的事実に基づき理解できたか。

②民族問題解決の必要性を理解で きたか。③民族問題の教訓を 日本人にも直接かかわるものと

して理解できたか。 それを今後の国際化に伴 う他国 との交流の中で生かそうとする姿勢ができ

たか。

(5)指 導上の留意点 ①VTR,生 徒の書いた感想文を利用 し,教 材への関心を高め るよ

う工夫する。②設問の仕方や資科の作成を工夫 し,生 徒自身に課題を考えさせ るようにす る。

5.ス ペ イ ン と力 タル ー ニ ャ

(i)教 材 と して取 り上 げ た理 由 バ ルセ ロナオ リン ピッ クで スペ インの カタル ーニャの存

在が一躍知 られ るよ うに なった。従 来 スペイ ンは,社 会科 の授業 で取 り扱 う機会 が少 ない国で

ある。生徒 の間でも オ リンピック以来,こ の国 に対す る関心 が高 ま ってい るが,「 情熱 」「フ

ラメ ンコ」「闘牛 」など,観 光案内で紹介 され る イメージの影響 を強 く受 けてい るよ うに思 わ

れ る。 一面的 な見方 や限定 され た情 報 だけで全体 を把 握 す ると誤 った認識 を持 って しま うこと

もあ る。 真 の国際 理解を進め るためには,広 い視 野 に立 って世 界の国 々や諸地域 を考 察す るこ

とが 必要で ある。 この ことを踏 まえ,本 教材 を取 り上げた。

② 本 時のね らい 世界 の地域 の特色 に つい ては,総 合的 に把 握す ることや その方法 につ

いて考 察 させ ることが必要 であ る。 ここでは,カ タル ーニ ャを一 例 と して スペ インの もつ多様

性 を理解 させ,こ の国を広 い視野 か ら総合的 に と らえ ることの重要性 を認識 させ る。本時 は,

「南 ヨー・ロッパの国 々 」の 中で取 り扱 い,「 イタ リアの南北格差 」,「 スペインとカタルーニヤ』

「ポル トガル 」の3時 間構 成 の第2時 限 に当 た る。 新学 習指導 要領 では,「 地理A」 の「(21

世 界の人々の生活 ・文化と交流 」 の 「イ 諸 民族の生活 ・文化 と地域性 」あ るいは,「 地理B」

の 「(4)世 界 と 日本 」の 「ア 世界 の地域 区分 と地域 」で扱 う。
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(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・バ ル セ ロ ナ 。オ リン ピック直前 に カ タルーニ ャ自治州政 府が出 し o地 図帳 と19

導
の位置 た新聞広告をみながら地図帳と比較対照 して,バ ルセ 92年7月17

ロナの位置を確認 し,カ タル ーニ ャ自治州 の存 在を知 日付の新聞広
入

る 。 告を利用

・ カ タ ル ー 二 (1)カタル ーニ ャ自治州 が独 自の政 府 ・国歌 ・国旗 を保 o行 政 区分 と

ヤ自治州 有 していることを知 り,日 本の都道府県 との相違点を 国旗を資料で

認識す る。 紹介

展 ・連 合国家 ス ②国土回復運動期 におけるキ リス ト教諸国家の興亡が 。歴史地図を

ペ イ ン スペ イ ンの地方分権制 の基礎 に なってい ることを理解 利用

す る。

・スペ イ ン人 (3)スペ イン人 は,歴 史的 にみて起 源 も発祥地 も違 う人 。住民分布図

開 の多様性 々によって構成 され,多 様 な生活様 式がみ られ ること を利用

を理解 す る。

・ カ タ ル ー 二 (4)スペ イ ンには,ス ペイ ン語以外 に も複数 の独 自の言 。 スペ イ ン憲

ヤ語 語が存在 し,カ タル ーニ ャ語 も憲法 で保 障 され てい る 法第3条 を資

ことを確認 す る。 料で紹介

ま

と

・国際理解 の

在 り方

。スペイ ンの多様性 を整理 し,多 面的 なものの見方 や

考え方 の必 要性 を知 る。

。本時 の内容 を参考 に して スペ インの多様 な生活や文

o本 時に関連

す る参考文献

をプ リン トで
め

化 に関す るレポー トを作成 し,次 回 の授業 で発表 す る。 紹介

(4)評 価の観点 ①民族の生活と文化が様 々な歴史的変遷iと他民族との接触や交流を経 て

培われていることを理解できたか。②文化の多様性 ・複合性や相互交流を広い視野か ら考察す

ることや文化の相対化ができるようになったか。

(5)指 導上の留意点 ①生徒の興味 ・関心 などに留意 し,具 体的かつ身近な資料を精選 し

て利用する。② 「世界史A」 及び「世界史B」 の内容 との関連に十分配慮する必要があるが,

歴史的内容については,あ まり深入 りしないようにする。
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皿 変動す る世界における共存 ・協調の在 り方

1.日 米構造問題協議 と国際経済における日本の役割

(D教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日,国 際的 な相互依存 関係 が深 まる中 で,日 本 の経済

的 な地位 が向上す る一 方 で,貿 易摩擦 や国際貢献 の在 り方 などの課題 が生 じてい る。 日本経済

の学習を進 め るに当 たつては,こ の ことを踏 まえ,経 済問題 を国内を 中心 と した問題 と しての

み位置付 け るのでは な く,「 世 界の中の 日本経済 」と して とらえ る必要が あ る。 また,国 際社

会 にお ける 日本 の地位 と役割についZ,経 済 の側面か ら生徒 に主体的 に考え させ ることも重 要で

あ ると考 え,本 教材を取 り上げ た。

② 本 時 のね らい 本時 までに国際経 済体制 ・国際機 関の役割 ・国際経済 の変容 について

取 り扱 う。特 に金融面 での国際化 の進展 や国際的分業が進ん でい る現状 を扱い,例 えばバ ブル

経 済 は国際経済 の影響 が背景 にあ ったことなど,人 々の生活 は国際経 済 の影響 を強 く受 けてい

ることを理解 させ る。本時 は5時 間構成 の第5時 限 に当 た り,前 時 までの学習 内容を発展 させ,

「世界 の中の 日本経 済 」の一 つの事例 として 日米構 造問題協 議を取 り上げ る。 この協議 では 日

本 の政 策 ・制度 ・慣 行 など歴史的 ・文化的 な背景 を もった事柄 が,目 に見え ない貿易障壁 に な

ってい ると指摘 された。 そ こで,日 本 の歴史的 ・文化的領域 まで もが国際経 済 の課題 にな るこ

とを把握 させ,こ の単 元の まとめ として国際経済 に おける 日本 の役割 を理解 させ る。新学 習指

導要領 では,「 政治 ・経済 」の 「(3)現 代 の経済 と国民生活 」の 「工 国民経 済 と国際経済 」

で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

。国際経済の

中の日本

o最 近の経済 の動 きを理解する。

① レーガノミクスと双子の赤字

② プ ラザ合意などにみ られる国際協調

③ 日本経済の動 きとその国際的 な背景

・工業 生産 ・

「

財政 ・為替相

場 などの資料

は前時に配付
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・日米構 造問 (1)日米 双方の立場 に立 つ グル ープに分 かれ,日 米構造 ・資料 「日米

題協議 とその 問題協議で提起 された問題点を確認する。 構造問題協議

争点 {21それ ぞれ の立場 に立 って,下 記 の ことについて考 え 最終報告 」

展 作業 プ リン トにまとめ る。

①貿易上の課題 は何か。

② 自国の問題点や改善すべき点は何か。

{3)グル ープの代 表が,そ れぞれの立場 に立 って考 えを

発表 す る。

・文化的 な背 ㈲ それぞれの問題 は,政 策 ・制度 ・慣 行 などの文化的

開 景 な背景を伴 ってい る ことに気付 く。

・日米構造問 (5)両国における日米構造問題協議後の改善点について O資 料「日米構

題協議の今後 考察 す る。 造問題協議第

の課題 二次事後点検 」

ま ・日本 の役割 。相手国の立場 に立 った資料も考察 し,国 際経済にお 。相手国の立

と けるこれか らの 日本の役割な どについて作業 プ リン ト 場 に立 った資

め にまとめ る。 料を配付

(41評 価の観点 ①資料を活用 し,自 らの置かれた立場に立 って考察 し,意 見が述べられ

たか。②最近の経済 の動きを理解 し,日 本の役割について考察 し,意 見が述べ られたか。

㈲ 指導上の留意点 ① 「世界の中の日本経済 」と しての考え方を重視す る。②長期的な

展望に立 った企業経営 ・雇用関係 など,日 本的 な文化を背景に した方法が海外でも取 り入れ ら

れていることにも配慮 し,日 本の文化を大切 にしようとする態度を養 うことにも留意す る。

2.国 境 に生 きる民族 一 「クル ド民族 」を例 と して 一

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 近年 の変動 す る世 界に おけ る諸課題 の中 には,民 族問題

と深 くかかわ って い る課 題 があ る。 第一次世界大戦後,民 族 自決 の理念 に よ り,民 族問 題 は終

結 に向 ったかに見え たが,現 在 も多 くの民族問題 が生 じている。旧 ソ連 の崩壊に よって東 西冷

戦構造 は消滅 したと言わ れ るが,こ の ことが程度 の差 こそあれ,各 地 の民族 紛争の原因 とかか

わ つてい る。 世界の諸民族 の存 在を確認 し,そ れぞれが抱え る課題 を把握 す ることはr変 動 す
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る国際社 会を理解す る上 で重要 な課題 の一 つと考 え,本 教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 様 々な国家間の利害関係 か ら,複 数 の国家 に分断 されてい る民族の抱

え る課題 を,民 族主義 ・民 族 自決 と民族 の共存 とい う二 つの観点 か ら考え させ る。 本時で は,

湾岸戦争 によ つて注 目され るよ うに なった,「 国家を持 たない民族 」と しては世界最 大 の人 口

を持 つと言 われ る 「クル ド民族 」を取 り上げ る。 新学 習 指導 要領 では,「 地理B」 の 「C2)人

間と環境 」の 「ア 人種 ・民族 と国家 」の うち,「 幾つ かの国家にわ たって住ん でい る民族 」

と して扱 う。

(3)展 開例

導

入

展

開

ま

と

め

学習項 目 学 習 活 動

・クル ド民族oク ル ド民族の生活や分布 な どを把握す る
。

の生活 。部 族主義 を とつていた ため,部 族 間のま とま りが 希

薄 であ ったことを知 る。

・クル ド民族

の独立運動 の

様子

・クル ド民族

の現況

(1>「民族 自決 」の考 え方を理解す る。

① トル コの反発 や石 油資源をめ ぐる列強 の利害 など

に よつて,独 立が かなえ られ なか ったことを知 る。

② トル コ,イ ラク,イ ランな どに分断 され た ことを

知 る。

(2洛 国 の クル ド民族 の様子 を,政 府 の政 策 ・反体制組

織 の活動 などを通 して知 る。

① 湾岸戦争後 の中東 の様 子を知 る。

② イラク国内に,「 クル ド保護 区 」が設置 され た こ

とを知 る。

(3)クル ド民族 内の対立点 を考 え る。

・今 後の課題Oク ル ド民族 の独立 の可能性 を考 え,自 分 の考 えを箇

条 書 きに まとめ る。

。まとめ た ものを もとに,原 稿用紙 に書いて次時 に提

出す る。

備 考

O白 地 図配付

oVTR

O白 地図 の活

用

。資料配付

(新 聞記事)

。原稿用紙配

付
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(4)評 価 の観点 ① クル ド民族 のおかれで い る立場 を理解 で きたか。② クル ド民 族の独立

の可能性 について,民 族主義 ・民族 自決 と民 族の共存 とい う二 つの観点 か ら,自 分 の意見を述

べ ることが で きたか。

㈲ 指導上 の留意点 ① 各国 の内情 に深 入 り しす ぎることな く,ク ル ド民 族 のおか れてい

る立場 を理解 させ るよ う留意す る。② 可能 なか ぎ り新 しい資料を提 供 す るよ う配慮 す る。

(6)参 考 文献S・C.ペ レティエ著 前 田耕一訳 『 クル ド民族 』亜紀書房

3.統 一 ドイツと外 国人問題

(1)教 材 として取 り上 げた理由 国際的 な相 互依存 関係 が深 まる中で,日 本 において も近

年 外国 人労働者 の数が急増 し,現 在 その受 け入れ の在 り方が一 つの課題 となってい る。 そこ

で,早 くか ら外 国人労働者 受け入れ に努め て きた ドイツの,東 西"r'後 の現状,問 題 点,共 存

への試み について考 察 させ ,国 際社会 の中で,相 手 の立場 を理解 し尊 重す ることの大切 さに つ

いて主体的 に考 え る力を育て る ことをね らいと して,こ の教材 を取 り上 げた。

(21本 時 のね らい ドイ ツ現代史を概観 した後 に,統 一 ドイ ツの国内外 の諸課題 を理 解 さ

せ,そ の諸課題 と極右勢 力躍 進 ・外国人排斥 との関連 について考察 させ る。 さ らに,外 国人排

斥に反対す る運 動が あ ることを確認 させ,外 国人排斥 反対運動 の背景 には,過 去へ の反省 に根

ざ した ドイツ人 の歴史意識 ・倫 理観 が あることに気付かせ る。 これ らの ことを通 して,国 際 化

と倫理的課題 について主体的 に考 察す る力や態度 を 育て ることをね らい とす る。本時 は,2時

間続 きの主題学 習 で,新 学習 指導要領 では,「 倫理 」の 「{21現 代 社会 と倫理 」の 「ア 現代

社会 の特質 と人間 」の 「国際化 」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

・ ドイツ現代

史 の概観

。現代 ドイツの歩 みを概観 し,日 本 と比較 しなが らJ

その特 色を理解す る。

oVTR

。資料

・rド イツ

の国内外 の諸

課題

(1)資料 「東 西 ドイ ツの格差 」よ り,以 下 を考 察す る。

①統一 に よ る国内 の混乱 ・社 会不安 の様 子

②統一 後 の国内の課題

。資料 「東 西

ドイツの格差」
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(2贋 料 「旧 ソ連 ・東欧 と ドイ ツ 」よ り,以 下を考察す ・資料 「旧 ソ

る 。 連 ・東欧 と ド

展 ①社会主義体制崩壊と移民者急増との関連 イ ツ 」

②旧ソ連 ・東欧圏への積極的支援の理由

③統一 ドイツの東欧圏での国際的役割 と課題

(3贋 料 「EC統 合 ・拡大化 」よ り,以 下を理解す る。 o資 料rEC

① ドイツがECで 果 たすべ き役 割 と課題 統合 ・拡 大化」

・極右勢力躍 (4)VTR・ 新聞 よ り,以 下を考察す る。 oVTR「 台

進 ・外国 人排 ①極右勢力の躍進 と外国人排斥の動 き 頭する極右勢

斥と諸課題 と ②国内外の諸課題 と外国人排斥との関連 力 」

の関連 (外 国人流入 ・失業者増大 ・財政負担増大などによ o「 ドイ ツ国

る国民の不安r不 満などと外国人排斥の動 き) 家新聞 」

開 ・外国人排斥 {5潰 料よ り,外 国人排斥 に反対 す る運動 を確認する。 。資料 「外 国

反対運動 と ド (6)資料より,外 国人排斥反対運動の背景を以下の観点 人排斥反対運

イツ人の歴史 か ら考察す る。 動 とその背景」

意識 ① ナチス犯罪への追及と償い

②被迫害者の庇護 などの社会制度上の工夫

③ ドィッ人の歴史意識 ・倫理観

ま ・国際化 と倫 。外国 人が急増 す る日本 において,今 後 どのよ うな

と 理的課題 〈心 の国際 化 〉を図 るべ きか,ド イ ツの現況 を例 と し

め て,自 分 の 考 え を ノー トに ま とめ る。

(41評 価 の観点 ①統一 ドイツの諸課題と極右勢力躍進 ・外国人排斥 との関連を理解でき'

たか。②外国人排斥反対運動 と ドイツ人の歴史意識 ・倫理観との関連を理解できたか。③ 自己

の生 き方と関連付けて,主 体的に考察する態度がみられたか。

(5}指 導上の留意点 ①資料の活用に当たっては,問 題の所在が明確になるように留意す

る。②複雑に関連 しあった現実的諸条件の中から,人 間尊重の精神に基つき,人 間としての在

り方生き方について主体的に考察できるように留意す る。

一22一



4.先 哲に学ぶ人間としての在 り方生き方

一国際社会におけ る日本人 としての在 リ方生き方 一

(1)教 材 として取 り上 げ た理由 倫理 の最 も重要 な課題 のひ とつに 「他者 とのかかわ りの

問題 」(自 分 とは異 質 な存 在 にいか にかか わってい くのか)が あ る。世 界の経済的 ・人的 交流

などが ます ます 緊密 化 し,国 際 化が急速 に進 む 日本 におい て,「 他者 とのかかわ りの問題 」は,

国際社会 に生 きる日本 人 と しての在 り方生 き方 を考察す る上 で も大 きな課題であ る。最近,日

本 におけ る外国 人労働者 が増加す るな ど,生 徒 もこれ まで以 上に外国 人 と接す る機 会 が多 くな

った。 この ことも踏 まえ,生 徒 の内 にあ る外国 人に対す る意識を 明 らかに し,相 手の立場 を尊

重 し,他 者を どのよ うに受 け入れ,共 存 してい くかを考え させ ることをね らい と して,本 教材

を取 り上 げた。

(21本 時 のね らい 前時 までに,「 身近 にい る外 国人 」,「 日本 人の外国 人観 」,「 日本

における外国 人労働者 」を学習す る。本時 は5時 間構 成の第4時 限 に当 た り,前 時 までの学習

を踏 まえJ先 哲 の生 き方や考 え方を手掛か りとして,他 者 とのかかわ り方を考 察 させ,国 際社

会 におけ る日本 人 と しての在 り方生 き方 について理解 と思索を深 め させ る。第5時 限 は,「 国

際 社 会 にお ける 日本 人 としての 在 り方生 き方 」につ いて討 論を行 う。 新 学 習 指導要領 では,

「倫理 」の 「(2}現 代 社会 と倫理 」の 「ア 現代 社会の特質 と人間 」で扱 う。 また,「(3)国

際化 と日本 人 としての 自覚 」の 「ウ 世 界の中の 日本人 」で も扱 うことがで きる。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

・前時 までの 。課題 プ リン トによ り学習内容 の復 習をす る。 o課 題 プ リン

導
学習内容の復 ① 日本人の外国人に対す る意識 卜

習 ②外国人労働者に関す る法的 ・経済的 ・文化的課題
入

③ 日本人の外国人労働者に対する意識

・パ ス カル の (1)「パ ンセ 」よ り人間の根源的 な在 り方を考察す る。 o資 料 「パ ン

人間観 ・「人間は本質的には利己的で自己中心的な存在で セ 」断 片295・

展 あ る 」の内容 に つい て 455

・親鷺の人間 f21「歎異抄 」よ り人間の根源的 な在 り方を考察 す る。 。資料 「歎 異

観 ・「罪 深い人間の本 性 」の内容 について 抄 」
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開 ・イエ スの隣 (3)「聖書 」より,イ エスの隣 人愛 について理解 す る。 。資料「聖 書」

人愛 ① 「イエスの説 く愛 」の内容 について ル カによ る福

② 「自分 自身が他者の隣人となる」の内容について 音書10章

ま

と

。国際社会 に

おけ る 日本人

と しての在 り

Q他 者 とのかか わ り方について,自 分 の考 えを まとめ

る。

。次時の 「国際社会 におけ る日本人 と しての在 り方生

・討議用 プ リ

ン ト配付

め

方生き方 き方 」の討議用 プ リン トの整理 をす る。

(4)評 価 の観点 ① パ ンセの 「人間 は本 質的 には利己的 で 自己中心的 な存 在で ある 」の内

容 が理解 で きたか。② 「罪深 い人間の本性 」の内容 が理解で きたか。③ 「イエスの説 く愛 」

「自分 自身が他者 の隣人 とな る 」の内容 が理解 で きたか。④ 先哲 の考 えを踏 まえ,「 他者 との

か かわ り方 」につい て,理 解 と思 索を深 め,自 分 なりの考えを もつ ことがで きたか。⑤ 「国際

社会 におけ る日本 人 と しての在 り方生 き方 」について討 議を行 うための,討 議 用 プ リン トの整

理 がで きたか。

(5)指 導上 の留意点 ① ここで取 り上 げ る先哲 の考 え方を指導 す る際 には,具 体的 な事例

を示 しなが ら理解 させ るよ うにする。② 先哲 の生 き方や考え方を生徒 の抱 え る課題 や問題 と結

び付 け,こ れ を手掛 か りと して,生 徒 が現代 を生 きる人間 と して大切 なもの の考え方,態 度 を

身に付 け ることがで きるよ うに指導す る。③政治 や宗教 に関す る事項 の取 り扱 いについ ては,

教 育基本法第8条 と第9条 の規定 に基づ き適切 に取 り扱 う。
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